
































































































































日本環境変異原学会

1996年第2回（通算第 58回）

評議員会議事録

日時：平成 8年 11月19日（火） 13:00~17:00

場所：東京慈恵会医科大学高木会館5階E会議室

東京都港区西新橋 3-25-8(Tel. 03-3433-1111内線2270)

出席者（五十音順）：荒木，石館，太田，大西，葛西，菊川，木苗，黒田，坂本，澁谷，島田，清水，

須藤祖父尼，田中，長尾西冨，能美，松島山添，吉川，若林，渡部，小川 (25回大会

庶務），坂本 (BMS代表），千明（欠席：林，早津）
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1. 前回議事録は書面にて承認されており，すでに

Jems Newsに掲載済みであるので省略された．ま

た，今回の評議員会では議事進行の効率化を図るた

めに討議資料の事前配布がなされた．

2. 幹事会の報告が会長よりなされたほとんどの議題

に関しては本評議員会の議題となっているので，そ

れぞれの議題において詳細に検討することとした．

ただし，本日の議題として取り上げられていない問

題として，学会発表論文の英文抄録の取り扱いに関

して議論がなされた．来年より MutationResearch 

誌に英文抄録が掲載されなくなるのに伴って，第25

回大会に関しては発表論文の表題，キーワード，著

者名，連絡先のファックス番号および電子メイルア

ドレスを環境変異原研究に掲載することとした．ま

た， このような情報発信基地として日本環境変異原

学会のホームページを作ることについて議論がなさ

れ，作成する方向で検討し，総会において会長より

構築，維持のためのボランティアを募ることとし

た．

3. 第25回大会について清水組織委員長より，明日か

らの大会の準備はほぽ完了したこと， 25周年記念と

して記念座談会を開催し，その記録を環境変異原研

究の記念号に掲載したこと，これまでの 25回にお

よぶ大会のプログラム，抄録等を集大成して記念号

に掲載するとともに CD-ROMを作成したこと， 記
念講演に MutationResearch誌の主幹である P.

Lohman教授を招待したこと等が報告された．

4. 平成8年度会計の中間報告が田中会計幹事より説明

され，議論がなされた．平成9年度予算案には 1997

年に開催される 7thICEMに参加する若手の研究者

を補助するため 100万円の予算，評議員選挙のため

の予算を含むことが説明され，議論の後承認され

た．また， MutationResearch誌購読会計の平成8年

度中間報告および平成9年度予算案の説明があり，

議論の後承認された．

5. 石館編集委員長より環境変異原研究，JEMSNews 

の編集状況の説明がなされた投稿論文の査読は現

状はボランティアとしてお願いしているが，今後は

テレホンカードでお礼をしたいとの提案があり，承

認された

6. 松島賞等選考委員長より，研究奨励賞の英名を The

JEMS Achievement Awardとすることが提案され承

認されたなお，学術賞は TheJEMS Award,従来

の奨励賞は TheJEMS Annual Awardとすることは

すでに決定済みである．

7. 会員状況報告が祖父尼会長より報告がなされた．

1996年 11月7日現在で会員数は 960名（内学生会

員80名），賛助会員29社 (29口），購読会員 14社お

よび名誉会員7名である．

8. 研究集会等について

5th Int. Conf. Mech. Antimut. Anticar.について早津

評議員が欠席のため代わりに祖父尼会長より，現在

登録者数が 160名であること，会場は 200名まで収

容可能であるので，当日参加も可能であるので，多

くの会員の参加を希望するとの，報告がなされた．

また，翌 12月7日（土）には徳島でサテライトシン

ポジウムを開催するので，そちらへも多くの方の参

加を希望する旨，大西評議員より案内がなされた．

第26回大会について澁谷組織委員長より， 第26

回大会は， 1997年 12月3,4,5日に秦野市文化会館

にて開催するので，評議員の協力をお願いしたいと

の要請があった．

1996年の公開シンポジウムについて能美企画委

員より， 200名の参加者があり盛会であったとの報

告がなされたまた， 1997年の公開シンポジウムは

岐阜大学の森会員のお世話により，岐阜長良川国際

会議場において 5月30日に開催の予定であること

が，祖父尼会長より紹介された．

7th ICEMについて大西国際幹事より，大会組織

委員と交渉の結果，祖父尼，寺田会員以外に，武部，

早津，葛西会員がシンポジストとして追加された旨

の報告がなされた． これら 3名の方の学会登録費は

主催者側で負担するが，そのほかにJEMSから 3万

円程度の援助金を支給することとしたまた，この

ほかに若手会員には渡航費用の一部をJEMSより

補助することとし，選考は賞等選考委員会において
，，―-. 
付つ．

来年の ICEMに引き続いてエジプトのカイロで

開催される 4th Alexander Hollaender Training 

Courseについて祖父尼会長より，当学会からの財政

的な援助は出来ないが，講師として自主的な参加の ． 

要請がなされた．

タイ変異原学会への寄付について会長より，松島

評議員より寄付の申し出でがあったので，本学会を

通じてタイ環境変異原学会に寄付をしたとの報告が

なされたなお，これについては平成 8年度の収支

決算に入れることが確認された．

第27回大会についてはまだ組織委員長を決定し

ていないので早急に決定したい旨祖父尼会長より

発言があった．

9. 研究会の活動状況について，島田 MMS代表と坂本

BMS代表より報告がなされた．

10. 新しい入会申込用紙が紹介され，一部字句を修正し

た後，今後この新しい申込書を用いることとなっ

た．また，学生会員の申込書も新しくなり，今後は

指導教官の推薦と在学証明書で入会が可能となる．

ただし，会員の資格は 1年間なお，賞を受ける権

利は正会員も学生会員も同じであり，会員の経歴と

して含める．

11.学会事務局について議論がなされ，国立衛試に専任

の事務員をアルバイトで雇い，学会事務一般を一括

する方式も含め，幹事会でさらに検討することとし

た．

関連学会情報

t... 

.. 

7th International Conference of Environmental Mutagens 

会期： September7-12, 1997 

会場： Toulouse,France 

問い合わせ： ICEM97, Europa Organization 

5, rue Saint-Pantaleon B. P. 844, 31961 Toul-

ouse cedex-FRANCE 

Fax: 61 21 28 54/57; E-mail: europa@dialup. 

francenet. fr 

Satellite Symposium for the 7th ICEM 97 

Gene-Environment Interactions in Occupational and En-

vironmental Health 

会期： September2-5, 1997 

会場： Hanasaari,Espoo, Finland 

問い合わせ： AnneliVartio, Topeliukenkatu 41 a A, FIN 

¥00250 Helsinki, Finland 

Tel: Int. + 358-9-4747 345 

Fax: + 358-9-4747 548 

E-mail: avar@occuphealth.fi 

Internet:http://www. occuphealth. fi / nor-

dems/ 

CANCER AND GENETIC RISK ASSESSMENT: LOW 

DOSE-EFFECT STUDIES . 

会期： September4-6, 1997 

会場： DeutschesKrebsforschungszentrum (D KFZ), 

Im Neuenheimer Feld 280 69120 

Heidelberg, Germany 

問い合わせ： Dr.Peter Schmezer, DKFZ, Abteilung 0235 

69120 Heidelberg, Germany 

Tel: 06221-423309 

FAX: 06221-423359; 

E-mail: p.schmezer@dkfz-heidelberg.de 

., 

NEW IN VIVO MODELS FOR GENETIC AND 

TARGET ORGAN TOXICITY 

会期： September14-16, 1997 

会場： Universityof Kent, Cantetbury, U. K. 

問い合わせ： Dr.J. K. Chipman, School of Biochemistry, 

University of Birmingham, Edgbaston, Bir-

mingham, Bl5 2TT, UK, 

Tel & Fax: +44 121 414 6865 

4th Alexander Hollaender Training Course in Genetic Tox-

icology: "Practical Training in Contemporary Genetic Tox-

icology" 

会期： September15-18, 1997 

会場： Cairo,Egypt 

問い合わせ： Prof.Dr. Wagida Anwar, Director, Epide-

rmiology Unit, Dept. of Community, 

Environmental and Occupational Medicine, 

Faculty of Medicine, Ain Shams University, 

Rames St.Abassia, Cairo, Egypt. 

Tel: 202-2837862; Fax: 202-837888; 

E-mail: PAEMS MD@FRCU.EUN.EG. 

Workshop for the 7th ICEM 97 

Quantitative Modeling Approaches for Understanding and 

Predicting Mutagenicity and Carcinogenicity 

会期： September3-5, 1997 

会場： InstitutoSuperiore di Sanita, Viale Regina Elena, 

299 Roma 

問い合わせ： SATELLITE '97, c/o Dr. Romualdo 

Benigni, INSTITUTO SUPERIORE DI 

SANITA', Viale Regina Elena 299, 00161 

Rome-Italy 

Fax: + 39 6 49387139, E-mail: MUT@ISS.IT 
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平成7年度決算報告書

目 予算額

（平成7年12月31日）

（円） 決算額 （円）

1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

6. 

7. 

8. 

学会費
平成7年度正会貝年会費（7,000X727名）

平成7年度学生会員年会費（5,000X35名）

平成7年度購読会員年会費（10,000XS件）

前年度未納分 (7,000X157名）

賛助会員 (28社、未納分等含む）

広告料

別刷代および投稿料

Mutation Res．誌購読料会計より

学会誌、会貝名博売上

寄付

前年度繰越金

5,490,000 

(4550000) 

(225,000) 

(120,000) 

(595,000) 

1,500,000 

800,000 

゜2,500,000 
゜
゜――

 

i
 

ー

0

0

 

6,413,000 

(5,089,000) 

(175,000) 

(50,000) 

(1,099,000) 

1,581,000 

1,196,860 

709,410 

2,500,000 

12,000 

90,417 

452,673 

4,601 

12,959,961 

F. 

（円） 決算額

． 
一
． 
一

.. , 

参．． 

一， 

．
．
 

2

3

 

I I 

一

.

.

.

.

 

4

5

6

7

 

平成7年度IAEMS納付金

第24回大会補助金

シンポジウム開催費

学会誌印刷費（Vol.16No.3,Vol.17 No.1) 

学会誌英文校正料

ニュース印刷費 (No.45,No.46, No.47) 

学会賞等（副賞および賞金）

Mutation Res.抄録別刷代

評議貝、幹事会等会議費（含旅費）

事務贅

通信費（郵便代、銀行手数料など）

印刷費（印刷代、複写費）

消耗品費

プラハ国際学会寄付

ICEM名博印刷代分担金

学会事務委託費

繰越金 一
ー^
＇` 一

（円）

7,360,000 

(60,000) 

(600,000) 

(1,000,000) 

(4,600,000) 

(0) 

(650,000) 

(450,000) 

(0) 

1,300,000 

1,130,000 

(450,000) 

(600,000) 

(80,000) 

゜
゜500,000 
゜

8,744,222 

(51,692) 

(600,000) 
(1,000,000) 

(5,711,762) 

(30,435) 

(725,429) 

(487,035) 

(137,869) 

724,533 

2,249,604 

(1,635,127) 

(603,188) 

(11,289) 

279,855 

337,740 

495,512 

128,495 

合 一
-h-
n
 

10,290,000 12,959,961 

日本環境変異原学会平成 7年度収支会計に閃して会計藍査を実施したところ，適正に執行，

記録されていることを認めましたので，ここに報告いたします．

会計監査委員 佐藤茂秋

白須泰彦

--8 -
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平成9年度予算書

摘 要 平成9年度予算額（円）平成8年度予算額（円）

ー． 

2. 

3. 

4. 

5. 

6. 

7. 

8. 

9. 

学会費

平成9年度正会員年会費 (7,000X700名）

平成9年度学生会員年会費 (5,000X35名）

平成9年度購読会員年会1→f(10,000X10件）
前年度未納分 (7,000X70名）

賛助会員 (28社）

広告料

別刷代および投稿料

Mutation Res.誌贈読料会計より

た＾ーギ子云恥、

その他（著作権）

前年度繰越金

利息

会員名簿売上

J;―.. : 

.., #•こ場— • ..... ■ 

．
 

5,675,000 

(4,900,000) 

(175,000) 

(100,000) 

(500,000) 

1,400,000 

1,200,000 

600,000 

3,000,000 

20,000 

200,000 

500,000 

゜

5,620,000 

(4,900,000) 

(130,000) 

(100,000) 

(490,000) 

1,500,000 

1,200,000 

650,000 

3,000,000 

゜
゜
゜
゜合 計 12,595,000 11,970,000 

支出

摘 要

▲
l
 

ー

．
 

平成9年度予算領（円）平成8年度予算額（円）

I. 

．． 

2

3

 

．． 

4

5

 

事業費

平成9年度1AEMS納付金

第26回大会補助金

シンポジウム開催費

学会誌印刷費 (3号）

ニュース印刷我 (3号）

学会賞等（副賞および賞金）

ICEM若手研究者助成金

評議員、幹事会等旅夜会議費

事務費

通信費（郵便代、銀行手数料など）

印刷費（印刷代、複写費）

消耗品費

学会事務委託費

予備費

8,730,000 

(60,000) 

(600,000) 

(1,000,000) 

(5,000,000) 

(600,000) 

(470,000) 

(1,000,000) 

800,000 

1,960,000 

(1,300,000) 

(600,000) 

(60,000) 

500,000 

605,000 

12,595,000 

8,060,000 

(60,000) 

(600,000) 

(1,000,000) 

(5,400,000) 

(650,000) 

(350,000) 

(0) 

800,000 

1,560,000 

(1,300,000) 

(200,000) 

(60,000) 

500,000 

1,050,000 

11,970,000 

•1一―

•F 

I
I
I
 ＇ 

一

.. 

合
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平成9年度日本環境変異原学会公開シンポジウムの御案内

平成9年度の日本環境変異原学会公開シンポジウムを 公開が期待され，環境変異原学会の多数の会員による活

私共で御世話させて頂くことを喜んでおります．同シン

ポジウムを 5月30日（金曜日 9:00~16:00)岐阜市の長

良川国際会議場（岐阜市福光2695-2,Tel. (058) 296-1200) 

にて 「発がん抑制因子の作用機構」のテーマで開催させ

ていただきます． シンポジストとして岡山大学，早津彦

哉先生，国立がんセンター，若林敬二先生，京都府立医

科大学，西野輔翼先生，名古屋大学，大沢俊彦先生，岐

阜薬科大学，森 幸雄先生，静岡県立大学，下位香代子

先生，埼玉がんセンター，菅沼雅美先生，当教室の杉江

茂幸を予定しております． この方面の最新の研究情報の

発な討論をお願いしたいと存じます．会場は風光明媚な

長良川河畔に位置し，近くで長良川の鵜飼が行なわれて

おります．同シンポジウムの前後に春の岐阜周辺の観光

も楽しんで頂けたら幸いです．

第9回日本環境変異原学会公開シンポジウム

世話人森秀樹

500 岐阜市司町40

岐阜大学医学部第 1病理学講座

Phone (058) 267-2235 

Fax (058) 265-9005 

長良川国際会議場

-.. 
■ 

- - ■ 
頸慶 ．． 

． II ＇ 

至谷汲二l, 1 -

I［ 長良JII

三：）（コR22

□ロ一柳ヶ［ロ
〇二□□□□至:22

ロ□□三応至；：2犬山
下 ・1一至名古屋、岐阜羽島

疇■ ■ 

Ill. ．
 

』

至大垣

し交通の御案内）

至名古屋

JR岐阜駅または名鉄新岐阜駅よりバスで約20分、タクシーで約15分。

岐阜市営パス：三田洞線13番、長良川国際会議場行で長良川国際会議場前下車．

長良線 11番、長良鷺山まわり、または長良線 1番忠節鷺山まわりで

岐阜女子短大前下車。

岐阜パス ：忠節長良線、または岐塁メモリアル循環線で岐阜女子短大前下車．

日本環境変異原学会 第26回大会の予告

標記大会の日程が下記の様に「神奈川県秦野」で開催が決まりました．

多数の会員の皆様のご参加と活発な討論を期待しております．

日時：平成9年 12月3日（水） ～5日（金）

会場：秦野市文化会館ほか

小田急線秦野駅下車 バス 10分

東名秦野中井インターから 15分

特別講演／シンポジウム／ワークショップなどに

ついてのご希望がございましたら組織委員会まで

お寄せください．

組織委員会

257神奈川県秦野市落合729-5

（財）食品薬品安全センター秦野研究所澁谷徹

TEL 0463-82-4751, FAX 0463-82-9627 

- 10-

7th ICEM (Toulouse)若手参加者への助成のお知らせ

日本環境変異原学会

日本環境変異原学会として，参加発表者（原則として

発表者本人としますが，共著者も考慮の対象とします）

の中の若手会員に対して参加登録費の援助を行います．

希望者は，下記の要領でご応募下さい．賞等選考委員会

の審査により援助対象者を決定いたします．

申し込み要領

1. 平成9年度（第 3回）助成対象者は，多数の応募者の

なかから厳正な選考の結果，次の二名の方々に決定い

たしました．

実験哺乳動物による染色体異常の成立機序と不均衡胚

の初期発生に関する研究

愛知県心身障害者コロニ一発達障害研究所

遺伝学部室長孫田信ー氏

継代遺伝性先天異常の発生機構の解明と環境遺伝毒物

のリスク評価

財団法人 食品薬品安全センター秦野研究所

生殖生物学研究室室長長尾哲二氏

2. 平成 10年度（第4回）の助成対象者を下記の要領で

募集します．

(1)応募資格

哺乳動物を用いて環境変異原の研究を行う研究者

個人で，次の研究機関に所属しているもの．

① 国・公・私立の大学院，大学等の研究機関

② 国・地方公共団体等の研究機関

③ 公益法人等の研究機関

④ ①②及び③に準ずる公的研究機関

平成9年4月4日（金）必着

送付先：

158東京都世田谷区上用賀 1-18-1

国立衛生試験所変異遺伝部内

日本環境変異原学会事務局

祖父尼俊雄

Fax,電子メイルでも受け付けます．
• L 

1. 氏名，生年月日，所属機関と職名，住所（機関の）， Fax: 03-3700-2348 

電話番号， Fax番号， e-mailaddress. E-mail: jems@nihs.go.jp 

2. ICEM発表申し込みに用いた abstractのコピー． 受領者の義務として，JemsNewsに参加報告を寄稿し

3. 申込締切日と申込先 • I ていただきます．

公益信託『土川記念哺乳動物研究助成基金』

助成対象者の決定と公募のお知らせ

(2)助成金額並びに件数

助成金の総額は， 150万円以内とし，助成件数は，

2件程度とします．

(3)助成金の使途

研究の遂行及び成果の発表に必要な費用．

(4)応募方法

所定の申請書に必要事項を記入・捺印のうえ，当

基金宛お送りください．

(5)応募締切日

平成9年 12月26日（金） （必着）

(6)助成金の交付

平成 10年4月以降

(7)申請書の請求

申請書及び募集要項は，郵送料（130円切手）を添

えて，平成9年 12月 10日（水）迄に下記宛に請求

すること．

(8)申請書請求先

萄 103東京都中央区日本橋 3-1-8

日本信託銀行本店営業第四部

『公益信託土川記念哺乳動物研究助成基金』宛

TEL 03-3245-8140 

FAX 03-3271-2843 
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平成9年学会賞受賞候補者推薦募集要領
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日本環境変異原学会は平成9年の学会賞の受賞候補者

の推薦を以下の要領で募集する．

1. 資格

・1) 推薦者：本学会正会員であること．

2) 被推薦者：

(1)学術賞：会員歴5年以上の本学会員であるこ

と．なお，旧会則に碁づく奨励賞受賞者は推薦さ

れ得る．

(2)研究奨励賞： 3年以上の本学会員歴をもち， か

つ募集締切日において満45歳以下であること．

2. 授賞の対象

l) 学術賞は，環境変異原に関する研究成果のうち，

独創性，高度性ならびに普遍性（引用度など）を有

するものに対して授賞される．なお選考に際して

は，受賞候補者の本学会の進歩発展に対する貢献度

も併せて考慮される．

2) 研究奨励賞は，環境変異原に関する研究成果のう

ち，独創性，高度性ならびに将来の発展性を有する

ものに対して授賞される．なお，選考に際しては，

受賞候補者の本学会における活動状況も併せて考慮

される．

3. 推服申請書の請求

推薦申請書，募集要項および申請書作成要領は，郵送

料（190円切手）を添えて，平成9年 3月24日（月）ま

でに学会事務局宛に請求する．封筒表には 「学会賞推薦

申請書請求」と朱書すること．

請求先：〒105東京都港区新橋 5-23-7

三造写真工業株式会社内 日本環境変異原学

会事務局

Tel. 03-3433-8581 
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Fax. 03-3433-4070 

4. 推薦方法

下記の申請書等ー式を書留便にて送付する．なお，推

薦申請書の作成にあたっては，別紙「学会賞受賞候補者

推薦申請書作成要領」を必ず参照すること．

l) 本学会所定の用紙（学術賞・研究奨励賞共通）に

記入した推薦書（様式1),推薦理由書（様式2)な

らびに研究業績書（様式 3) とそのコピー各9部．

2) 推薦研究業績に関する代表的な報文（学術賞では

5報以内，研究奨励賞では 3報以内）の別刷各2部

（コビーも可）．但し，いずれも当該研究に直接関係

があるものに限る（総説を含めてもよい）．別刷は返

却されない．

3) 受領通知返信封筒（宛名明記，返信用切手貼付）．

5. 推薦申請書の締切と送付先

締切：平成9年 4月14日（月） （当日消印有効）

送付先：〒158東京都世田谷区上用賀 1-18-1

国立衛生試験所 安全性生物試験研究セン

ター変異遺伝部

日本環境変異原学会長 祖谷尼俊雄

Tel. 03-3700--1141 (ex. 433) 

Fax. 03-3700-2348 

6. 授賞件数

学術賞は 1件以内，研究奨励賞は 2件程度とする．受

賞者に対しては，賞状ならびに副賞が贈呈される．

7. 受賞者の決定と授賞の通知

ー 賞等選考委員会において受賞予定者を選出し， 平成9

“ 年 5月の評議員会において承認を得て決定される．授賞
の決定は，学会長より平成9年 6月 30日までに推薦者

ならびに受賞者宛に書面にて通知される．

8. 授賞式と受賞講演

第26回大会（平成9年 12月，神奈川）において行う．

F; --

会員移動

新 入 会 員 （平成8年 4月24日～平成8年 12月13日）

氏 名 所

属

氏
名

所

属

芦

石

西

王

小

増

米

西

伊

千

伴

森

浅

泉

駒

高

江

太

佐

中

中

小

秦

森

武

田

鄭

町

木

三

谷

安

小

佳

実

美

雪

徹

一

仁

司

彦

キ

子

宏

呂

子

子

り

明

奈

志

洋

夫

子

寛

圭

紀

司

孫

加

希

子

幸

枝

麗

美

比

希

ど

律

由

津

久

健

久

壮

禎

ァ

富

幸

崇

房

有

み

貴

絵

修

宗

昭

史

祥

美

裕

然

利

由

英

達

福

山

林

J

I

村

田

田

藤

葉

野

見

山

木

橋

尻

田

野

川

村

幡

内

中

田

村

戸

所

藤

原由

沢

館絵

神戸薬科大学放射薬品学研究室

（株）UBE科学分析センター

国立八戸工業高等専門学校

国立衛生試験所変遺伝部

（株）UBE科学分析センター

国立衛生試験所変遺伝部

シャープ（株）技術本部

東レ（株）基礎研究所

京都大学大学院工学研究科
（有）しらかば農園

昭和電工（株）総合研究所

京都大学工学部環境室制御研究センター

東京都立短期大学生物学研究室

国立八戸工業高等専門学校

（有）しらかば農園

岐阜薬科大学放射化学研究室

名城大学薬学部

（株）三菱化学安全科学研究所

（株）ニッショー総合研究所

（株）三菱化学安全科学研究所

金沢大学薬学部衛生科学教室

東北大学大学院理学研究科生物学

岡山大学薬学部薬品化学教室

岡山大学遺伝子実験施設

岡山大学薬学部

岡山大学薬学部

九州大学薬学部薬品物理化学教室

麻布大学獣医学部獣医学科

名城大学薬学部生物科学研究室

岡山大学薬学部薬品化学教室

静岡県立大学生活健康科学研究科

キャノン（株）化学安全部

京都大学大学院工学研究科

一

也

子

忍

晴

勉

理

典

裕

子

輝

生

子

子

英

也

行

介

幸

子

人

憲

子

治

之

代

武

美

宏

人

宏

嗣

理

美

理

也

理

美

憲

俊

真

得

千

真

清

元

栄

芳

女

恵

美

嘉

直

忠

雄

和

真

成

広

久

祥

幹

朋

恵

正

智

間

伯

木

沢

嶋

藤

杉

木

田

田

内

田

上

見

井

口

沢

上

田

下

木

上

野

桐

柴

H
本

里

田

J

I

辺

久

佐

鈴

中

福

加

佐

山

栗

須

沼

宮

扇

柏

河

里

松

山

米

井

村

山

高

川

奥

片

小

坂

宮

小

山

小

田

名古屋市立大学薬学部薬品化学教室

東京都立衛生研究所多摩支所

国立がんセンター研究所生化学部

千葉県衛生研究所生活環境研究室

名古屋市立大学薬学部薬化学教室

富山医科薬科大学薬学部

アサヌマコーポレーション（株）化粧品研究所

名城大学薬学部生物科学研究室

（株）環境技術研究所

名城大学薬学部生物科学研究室

帝人（株）医薬開発研究所

（株）ニッショー総合研究所

大阪市立大学医学部

同志社大学工学部

帝人（株）医薬開発研究所

同志社大学工学部

同志社大学工学部

同志社大学工学部

東北大学薬学部衛生化学講座

三重大学医学部衛生学教室

三重大学医学部衛生学教室

大正製薬（株）開発研究所

（財）食品薬品安全センター秦野研究所

近畿大学理工学部応用化学科

（株）リコー沼津営業所北プラント

（株）リコー沼津営業所北プラント

（株）富士バイオメディックス

山陽学園短期大学食物栄養学科

（財）食品薬品安全センター

国立公衆衛生院廃棄物工学部

北海道立衛生研究所生活科学部

日本火薬（株）
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第 31 回日本環境変異原学会 •MMS 研究会

会期：平成9年 6月20日（金）～21日（土）

会場：呉羽ハイツ（富山市吉作4103-1)

連絡先：〒939-03富山県射水郡小杉町中太閤山 17-1 FAX 

富山県衛生研究所がん研究部

TEL 07 66-66-6606 内321

0766-56-7321 
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 賛 助 会 員 入 会

団 体 名

三共（株）安全性研究所 オリンパス光学工業（株）
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編 集 後 記
囀＇

JEMS Newsは， 会員の皆様に必要な記録案内，資料などの情報をお知らせする機関紙です．今回も経費節

減のための紙面を目指しましたが，大会直後のため予定をオーバーしてしまいました．

尚，環境変異原研究の投稿規定・執筆規定が一部改訂になりましたので次号 Vol.18 No. 3 1996の巻末に新に

誌上致しましたので活用下さい．

本ニュースに関するご意見およびお問い合わせは，下記編集委員までお知らせ下さい．

編集委員長石館 基 Tel: 0426-91-7115（直通） Fax: 0426-91-7209 

編集委員太田敏博 Tel: 0426-76-7093（直通） Fax: 0426-76-7081 

澁谷 徹 Tel: 0463-82-4751 (Ex324) Fax: 0463-82-9627 

下位香代子 Tel: 054-264-5528 Fax: 054-264-5528 

鈴木濶三 Tel: 03-3260-6725 (Ex5064) Fax: 03-3268-3045 

西冨 保 Tel: 03-3454-7571 1 Fax: 03-3454-7573 

降旗千恵 Tel: 03-5449-5623 _ Fax: 03-5449-5423 

この度，学会への正会員及び学生会員の申込書のホームが変りました．

環境変異原研究 Vol.18 No. 3 1996の巻末に掲載されておりますので
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編集後記

Vol. 18, No. 3をお届けします．本号は公開シンポジウム 「突然変異誘発の調節機構」の

特集号ですが，その原稿集めに手間取り発刊が遅れて しまいました．また， 一般論文の集

まりも悪く，編集作業は捗りませんでした．会員の皆様からの一般論文の御投稿を切にお

願いする次第です．

編集委員会の手違いから，前号の No.2 (25周年記念特集号）の頁が通し番号ではあり

ませんでしたか，この号の頁は，No.1からの頁を引き続いております．ご了承下さい．次

号は25回大会特集号 （降旗委員担当）で5月発行を予定しておりますが， 一般論文も受付

けますので，御投稿をお待ちしています．

編集委員 ・担当

編 集 委 員

委員長 石館 碁

委 員 鈴木潤三

澁谷 徹

太田敏博

下位香代子

西冨 保

降旗千恵

複写される方に

本誌（書）に掲載された著作物を複写したい方は， 著作

権者か ら複写権の委託をうけている次の団体か ら許諾を

受けて下さい。

学協会著作権協議会

〒107東京都港区赤坂9-6-41

社団法人 日本工学会内

Phone: 03-3475-4621 

Fax: 03-3403-1738 

環境変異原研究

平成9年 2月26日

平成9年 2月28日
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印刷所
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日本環境変異原学会

祖父尼俊雄

三造写真工業株式会社
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